
第１４回大和川流域委員会

不等流計算水位には河床波の影響は考慮さ
れているのか、考慮している場合、その方法を
教えてほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答
第14回大和川流域委員会

(H21.3.25)
資料２－４

第１４回大和川流域委員会

不等流計算水位は河床波の影響を粗度として考慮しており、その手法を
以下に示す。

・一般的に、直轄管理河川では以下に示す準二次元不等流計算式を用いて水位計算をしている。

・不等流計算に用いる低水路粗度係数nに河床波の影響を反映している。
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ここに、Sw：底面せん断力が働く潤辺長、Sb ：樹木群境界の潤辺長、 S’w：樹木群境界以外の分割断面境界の潤辺長、

τ：樹木群境界に作用するせん断力、τ’：樹木群境界以外の分割断面境界に作用するせん断力、

u：分割断面での平均流速，n：マニングの粗度係数，R：径深，A：死水域を除いた面積，I：エネルギー勾配，

添字i：i番目の分割断面についての量であることを表す，

添字j：j番目の分割断面境界あるいは樹木群境界についての量であることを表す

（ただし、番目の分割断面に係わる境界のみが対象）。

j＝5j＝4j＝3j＝2j＝1
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低水路

：樹木群死水域

河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会

大和川② 0.6k～4.4k（セグメント2-2）
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・河床波を考慮して無次元掃流力τ*と流速係数φの関係から、次のとおり不等流計算水位に用いる低
水路粗度係数を推定した。

・計画高水流量時の不等流計算による無次元掃流力τ*から、当該流量時の河床に形成されている河床
波の状態（砂堆、遷移、平坦河床）を評価し、下図の読み取りにより流速係数φを算定し、推定粗度
係数nを求める。

・0.6～4.4kの区間では、計画高水流量時にτ*=3.0となり、τ*－φの関係図から平坦河床と推定され
ることから、平坦河床相当の流速係数φを読み取るとφ=21.0が得られる。その値に0.9を乗じた
φ=18.9を用いて計画対応の粗度係数を求めた（ n=Hm1/6/√g/φ=0.022）。

Φ=21

5,000

現況河道におけるτ*－φの関係図（大和川0.6～4.4kの区間）

既往研究（旧建設省
土木研究所）のτ*
とφの関係図に大和
川の算定結果をプ
ロットしている

移動なしの

平坦河床

平坦

砂堆

遷移

Hm/dR=10,000

Hm/dR=10,000

計画高水流量時（Hm/dR=3,700）

は内挿で算定

5,000

1,000

2,500

計画高水流量
時のτ*とφ

計画高水流量時は
τ*=3.0となり、τ*

－φの関係図から
平坦河床と推定

計画高水流量時のτ*

平均水深Hm = 5.5m

エネルギー勾配Ie = 1/720

代表粒径dR = 1.5mm

τ* = (g Hm Ie)
1/2/(sgdR) = 3.0

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会
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第１４回大和川流域委員会

流下阻害を起こしている橋梁がある場合、どの
ように水位計算されているのか教えてほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

ドビッソン公式の概要
ドビッソン公式はエネルギー式から導かれたもので、流量、ピア形状、

ピア幅から堰上げ高を算定できる。

ここに、Δh：橋脚による堰上げ高、Q：流量、C：ピアの平面形状によって定める定数

b1：ピア上流側の水面幅、b2 ：（b2 ＝b1 －Σt）全水面幅から、ピア幅の総計を削除した幅

t：ピア1基の幅、H1：ピア上流側の水深

・大和川直轄区間（総延長約37km）に渡河している橋梁は、64橋存在
する。水面幅に占める橋脚の幅は、1.6～15.7％（平均4.8％）であ
る。一方、多くの橋梁の桁下高は堤防高よりも高い位置となってい
る。

・橋脚の影響については、ドビッソン公式を用いて橋脚の水位上昇量
を加えた水位計算（不等流計算）を行っている。

・橋桁の影響については、水位上昇量を加えていない。

・現況断面が小さく水位が堤防高を超える場合には、壁立て計算によ
り仮想の水位を算出しており、そこに橋桁による水位上昇量を加え
ると、現況断面を評価する上で過大な水位となるためである。
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河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会
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計画高水位

計算水位（現況河道：計画高水流量）

構造物等

最深河床高（現況河道）

平均河床高（現況河道）

現況堤防高(左岸)

現況堤防高(右岸)

計画堤防高

山付（右岸）

柏原堰堤（17.6k）
天端高TP17.3m

山付（左岸）

水位縦断図（現況河道）

最深河床高（現況河道）

平均河床高（現況河道）

現況堤防高(左岸)

現況堤防高(右岸)

計画堤防高

壁立計算の範囲

の範囲では、堤防高以上は仮
想水位（壁立計算）となっている。

全ての橋梁の桁下高は、現況流下能力算定
の基準となる計画高水位より高い。

計画高水位

計算水位（現況河道：計画高水流量）

構造物等橋梁（桁下高）

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会
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第１４回大和川流域委員会

高規格堤防について整備計画ではどのよう
な整備期間を考えているのか教えてほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

【基本方針本文抜粋】

河口から約21kmまでの大阪府域では稠密な人口・資産の集積地域にお
いて甚大な被害が発生しないように、河道や沿川の状態、はん濫形態等を
踏まえ高規格堤防の整備を推進する。

・高規格堤防（スーパー堤防）事業は、地域の街づくり、土地開発、
区画整理事業と一体なって整備し、地域の合意を得て初めて実現可
能な事業。

・現在検討中の河川整備計画においては、今後、関係機関と協議の上
現在、実施中の事業および新規事業の方針等を記載する予定。

住道矢田地区

【市営住宅】

川北地区

【府営住宅】

高井田地区

【未定】

長吉瓜破地区

【宅地・公園】

落堀地区

【堤防強化】

安堂地区

【国道・市庁舎】

矢田地区

【公園・市厚生施設】

天美北地区

【水防拠点】阪神高速大和川線地区

【高速道路・工業地・宅地等】

■：スーパー堤防整備区間

●：盛土完了地区

●：工事中及び調整中地区

河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会

内水対策について整備計画ではどのような
整備期間・整備水準を考えているのか教え
てほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

整備計画原案は現在検討中であるが、一般的には、内水対策は本川
と支川の改修状況を勘案し、関係機関と連携のもと内水排除による効
果、本川水位を踏まえて実施の可否を検討する。

【基本方針本文抜粋】

内水被害の著しい地域においては、関係機関と連携・調整を図りつ
つ、内水被害の軽減対策を実施する。

河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会

大和川の土砂収支を教えてほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

【土砂収支の算定方法】

①上流域から直轄河川内に流入する土砂量（8.0万m3/年）

芦田・奥村による比流出土砂量式（※１qs = a A-0.7）に
より算出

②河川内の実績河床変動量(-5.2万m3 /年)

③河口部での掘削・浚渫土砂量(6.1万m3/年)

④河口流出土砂量（①-②-③＝8.0+5.2-6.1=7.1万m3/年）

収支計算に基づいて算定

土砂収支については、①上流域から河川内に流入する土砂量8.0万m3/
年と、②河床が変動（減少）して河川内で生産される土砂量5.2万m3/年
から、③河口部で浚渫した土砂量6.1万m3/年を差し引いて、④河口から
流出する土砂量7.1万m3/年を推定している。

【土砂収支図（昭和51年～平成16年（29年）を基に算出】

単位：万m3<万m3/年>
赤字：河道内変動量

＋堆積、－洗掘

※１qs：年平均比流出土砂量（m3/km2/年）

a：ダムの堆砂実績とダム上流域面積より算出する定数

奈良県内は初瀬及び天理ダム流域の平均値

大阪府内は滝畑ダム流域の値

A：流域面積（km2）

 ①初瀬川 

46.7<1.6>

205.9

<7.1> 

178.9 

<6.1>

③掘削浚渫 

柏原堰堤

①佐保川

51.5<1.8> 

①飛鳥川 

7.4<0.3>

①曽我川

29.0<1.0> 

①寺川 

12.7<0.4>

①富雄川

8.6<0.3> 

①竜田川

9.8<0.3> 

①葛下川 

8.7<0.3> 

①石川 

32.6<1.1> 
亀の瀬狭窄部 

大阪湾 

①西除川 

15.7<0.5>

①東除川 

11.3<0.4>

0.6k 

②-6.6<-0.2>

②-1.6<0.1> 

②-44.5 

<-1.5> 

②-7.0<-0.2> 

②-42.1<-1.5> 

②-64.0<-2.2> 

②0.5<0.0>

②3.6<0.1> 

②10.7<0.4> 

23.0k 

20.8k

17.4k 

10.0k

-0.67k 

4.4k 

8.0k 
0.0k 

36.4k 

24.8k 

④河口流出 
※２初瀬川、石川の流入土砂量はダム実績堆砂量を減じている。

天理、初瀬ダム（初瀬川流域）、滝畑ダム（石川流域）の実績堆砂量は合計50.9万m3。

※２

※２

河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会

大和川の土砂管理の考え方を教えてほしい。

第１３回流域委員会（H21.2.27）での中川委員からの質問

河川整備基本方針に対する質問の回答

第１４回大和川流域委員会

・現在河口部において、浚渫により河床高を維持しているが、基本方
針河道においては、維持浚渫量が増加することが懸念される。

・将来的な河床変動予測計算を行い、①河口部では堆積傾向となり現
況河床まで堆積。②柏原堰堤上下流部では局所的に河床が低下、と
推定された。

・実現性のある土砂管理手法を検討するため、土砂浚渫の箇所、掘削
断面形状の工夫等した場合の、維持浚渫量、経済性および課題を比
較した結果、河口部において一括して貯留・浚渫する方法が最も合
理的かつ有効な対策となった。

【基本方針本文抜粋】

上流から海岸までの総合的な土砂管理の観点から、河床材料や河床高
等の経年的変化だけでなく、粒度分布と量も含めた土砂移動の定量的な
把握に努め、流域における土砂移動に関する調査・研究に取り組むととも
に、河道の著しい浸食や堆積を軽減できるような河道の維持に努める。

河床の変動に対しては、河床低下を抑制するため床止等の河床安定化
対策を検討し講ずる。また、河口部の堆積箇所では、維持掘削など適切な
河道管理を行う。

河川整備基本方針に対する質問の回答
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第１４回大和川流域委員会

河口部の堆積
基本方針河道では河口部で一括し、
貯留・浚渫する方法が合理的である
ため維持浚渫を実施

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

上流の局所的洗掘

河床変化に留意しつつ、必要に応じ
て洗掘防止対策を実施するなど河床
管理を実施

・以上の検討を踏まえ、大和川での土砂管理の方針をフローにすると次
のようになる。

維持浚渫の実施 洗掘防止対策の実施

モニタリングの実施

（浮遊・掃流砂の質・量、河床変動量、水位流量、洪積粘土の分布、
局所洗掘状況の調査等）

浚渫・洗掘対策箇所の設定

（治水効果、経済性、効率性）

・モニタリング

・ 総合的な土砂管理

・環境に対する影響評価

等に関する具体的な内容ついては、今後検討する予定

今後の対応

河川整備基本方針に対する質問の回答
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